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第１章 圏域及び河川の概要 

第１節  箒川圏域の概要  

箒
ほうき

川
が わ

圏 域 の 中 心 を 流 れ る 箒 川

は 、 そ の 源 を 栃 木 県 那 須 塩 原 市 の

白 倉 山
し ら く ら や ま

(標 高 1,460m)に 発 し 、 那 須

野 ヶ 原 扇 状 地 を 東 南 に 流 下 し 、 大

田 原 市 佐 良 土 で 那 珂 川 に 合 流 す る

延 長 47.6km の 一 級 河 川 で す 。  
箒 川 圏 域 は 、箒 川 に 合 流 す る 、な

め り 川 、巻
ま き

川
か わ

、神
じ ん

福 川
ぶ く が わ

、蛇 尾
さ び

川
が わ

、百 村
も む ら

川
が わ

、野 沢
の ざ わ

川
が わ

、不 動 沢
ふ ど う さ わ

川
が わ

、佐 久
さ く

山 川
や ま が わ

、

清 水
し み ず

川
が わ

、鹿
か の

股
ま た

川
が わ

、シ ラ ン 沢 川 、ウ ト

ウ 沢 川 、 赤 川
あ か が わ

及 び 今 尾 頭
い ま お が し ら

川
が わ

の 流 域

を 合 わ せ た も の で 、 一 級 河 川 が 27

あ り 、総 延 長 は 216.1km、流 域 面 積

は 約 530km 2 で 、 全 て 県 が 管 理 し て

い ま す 。  

当 該 圏 域 に 関 係 す る 市 町 は 、 日

光 市 、 大 田 原 市 、 矢 板 市 、 那 須 塩 原 市 及 び 那 珂 川 町 の ４ 市 １ 町 で 圏 域 関

係 市 町 の 総 人 口 は 約 32 万 人 で す 。  

 

地 形 ・ 地 質  
地 形 に つ い て は 、 圏 域 の 上 流 域 (塩 原

温 泉 方 面 )は 日 光 国 立 公 園 を 含 む 山 地

で 、山 間 を 流 れ る 渓 谷 美 を 形 成 し て い ま

す 。中 下 流 域 は 、険 し い 山 地 か ら 那 須 野

ヶ 原 扇 状 地 へ と 変 わ り 、沖 積 地
ち ゅ う せ き ち

を 形 成 し

て い ま す 。  

地 質 に つ い て は ､上 流 域 は 、 第 三
だ い さ ん

紀
き

系 流
け い り ゅ う

紋 岩
も ん が ん

を 主 と す る 岩 類 か ら 形 成 さ れ 、

そ の 上 を 日 光
に っ こ う

火 山 群
か ざ ん ぐ ん

や 高 原
た か は ら

火 山
か ざ ん

の 第 四
だ い よ ん

紀
き

系
け い

火 山
か ざ ん

灰
ば い

が 覆 っ て い ま す 。中 下 流 域 は 、

沖 積 低 地 で あ り 、 沿 岸 周 辺 の 台 地 面 に は

ロ ー ム 層 が 堆 積 し て い ま す 。  

 

 

 

 

箒 川 圏 域 の 位 置  

塩 原 渓 谷  
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気 候  

箒 川 圏 域 は 、 夏 に 降 雨 が 集 中 す る 太 平 洋 側 気 候 を 示 し 、 夏 と 冬 の 温 度

差 が 大 き い 内 陸 性 の 特 徴 を 持 っ て お り 、年 間 の 平 均 気 温 は 12℃ 前 後 、降

水 量 は 夏 季 に 温 か く 湿 っ た 風 が 上 流 域 の 山 地 に 吹 き 付 け る た め 、 下 流 域

よ り も 多 く 年 間 約 1,500mm 1 ） と な っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

社 会 環 境  

本 圏 域 内 市 町 の 人 口 は 、約 32 万 人 で 、県 全 体 の 約 ２ 割 程 度 を 占 め て お

り 、 圏 域 全 体 で は 若 干 減 少 の 傾 向 に あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏 域 関 係 市 町 の 人 口 推

移 2 ）  
1 )  気 象 庁 ア メ ダ ス デ ー タ よ り （ 黒 磯 地 方 観 測 所 記 録 ： 19 7 9 年 ～ 20 1 5 年 ）  

2 )  栃 木 県 統 計 年 鑑 を 基 に 作 成  

・ 黒 磯 市 、 西 那 須 野 町 、 塩 原 町 は 、 平 成 17 年 1 月 1 日 に 合 併 し て 「 那 須 塩 原 市 」 と な

っ た 。   

 ・ 大 田 原 市 は 、 平 成 17 年 10 月 1 日 に 湯 津 上 村 、 黒 羽 町 を 編 入 。  

 ・ 馬 頭 町 、 小 川 町 は 、 平 成 17 年 10 月 1 日 に 合 併 し て 「 那 珂 川 町 」 と な っ た 。  

 ・ 日 光 市 、 今 市 市 、 足 尾 町 、 栗 山 村 、 藤 原 町 は 、 平 成 18 年 3 月 20 日 に 合 併 し て  

「 日 光 市 」 と な っ た 。  
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土 地 利 用 に つ い て は 、 上 流 域 で は 、

山 林 が 占 め る 割 合 が 高 く 、 中 下 流 域 で

は 、 耕 作 地 （ 水 田 ・ 畑 地 ） が 占 め る 割

合 が 高 く な っ て い ま す 。  

産 業 別 就 業 人 口 の 割 合 は 、第 一 次 産

業 が 8%,第 二 次 産 業 が 33%,第 三 次 産 業

が 59%（ 平 成 22 年 国 勢 調 査 ）と な っ て

お り 、特 に 三 次 産 業 の 割 合 が 高 く な っ て

い ま す 。こ れ は 、塩 原 温 泉 郷 の 観 光 産 業

が 影 響 し て い ま す 。  

圏 域 内 の 道 路 は 、東 北 縦 貫 自 動 車 道 ､

一 般 国 道 ４ 号 、 一 般 国 道 400 号 な ど 、

鉄 道 は 、 東 北 新 幹 線 ､JR 宇 都 宮 線 な ど

主 要 な 交 通 幹 線 が 通 っ て い ま す 。  

 

歴 史  

本 圏 域 の 中 下 流 域 の 大 部 分 を 占 め

る 那 須 野 ヶ 原 扇 状 地 は 、水 の 歴 史 と と も

に 発 展 し て き た 流 域 と も い え ま す 。  

そ の 昔 、こ の 地 域 の 特 に 旧 西 那 須 野

町 (現 那 須 塩 原 市 )一 帯 に は 、 河 川 が な

く 、 近 辺 の 蛇 尾 川 は 伏 流 河 川 の た め 表

流 水 が 少 な く 地 下 水 位 も 非 常 に 低 い た

め 、 水 利 用 が 困 難 で し た 。 こ の た め 、

住 民 は 広 大 な 土 地 が あ っ て も 農 地 と し

て の 利 用 が で き ず 、 ま た 生 活 の た め の

飲 み 水 等 の 確 保 に も 苦 労 し て い ま し

た 。  

明 治 初 期 に な り 、地 元 の 印 南
い ん な み

丈 作
じ ょ う さ く

や

矢 板
や い た

武
たけし

な ど の 献 身 的 な 努 力 に よ り 那 須

野 ヶ 原 を 開 拓 す る と い う 壮 大 な 計 画 が 立 て ら れ ま し た 。 開 拓 事 業 で は 、

ま ず 水 を 確 保 す る た め 、 那 珂 川 か ら の 導 水 事 業 に 着 手 し 、 苦 労 の 末 完 成

し た の が 日 本 三 大 疏 水 の 一 つ と な っ て い る 那 須 疏 水 で す 。  

さ ら に 、昭 和 42 年 か ら 実 施 さ れ た「 国 営 那 須 野 原 総 合 農 地 開 発 事 業 」

に よ り 深 山 ダ ム や 赤 田 ・ 戸 田 調 整 池 な ど が 建 設 さ れ 、 水 源 を 確 保 す る と

と も に 、 用 水 路 が 網 の 目 の よ う に 整 備 さ れ 、 那 須 野 ヶ 原 の 緑 豊 か な 大 地

が 創 生 さ れ ま し た 。 こ れ ら の 施 設 は 、 現 在 も 農 業 利 水 者 の 適 正 な 管 理 に

よ り 、 治 水 、 利 水 、 環 境 面 に 寄 与 し て い ま す 。  

 

 

0
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別
就
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人

）

第一次産業 第二次産業 第三次産業

那 須 疏 水 （ 那 須 塩 原 市 ）  

圏 域 関 係 市 町 の 土 地 利 用 状 況 3）  

圏 域 関 係 市 町 の 就 業 者 数 推 移 4）  

3 )  出 典 ： 国 土 数 値 情 報 土 地 利 用 細 分 メ ッ シ ュ よ り 集 計  平 成 21 年 時 点  

4 )  国 勢 調 査  第 二 次 基 本 集 計  都 道 府 県 結 果  



4 

ま た 、 箒 川 は 、 農 業 用 水 と し て 沿 川 の 水 田

の 重 要 な 水 源 で あ る 一 方 、 洪 水 が 多 い 川 で 、

特 に 昭 和 22 年 の カ ス リ ー ン 台 風 に よ る 沿 川

市 町 村 の 被 害 は 甚 大 で し た 。 こ の た め 、 昭 和

31 年 度 よ り 、那 珂 川 合 流 点 か ら 上 流 の ９ km 区

間 に お い て 、 狭 窄 部 、 無 堤 部 を 中 心 に 掘 削 ・

築 堤 等 の 治 水 事 業 が 進 め ら れ ま し た 。  

し か し 、 昭 和 33 年 、 41 年 に も 大 き な 洪 水

に 見 舞 わ れ た こ と か ら 、 箒 川 全 体 の 治 水 安 全

度 の 向 上 を 図 る た め 、 昭 和 44 年 度 か ら 昭 和

53 年 度 に か け て 、上 流 に 塩 原 ダ ム が 建 設 さ れ

ま し た 。  

 

 
 

観 光 ・ レ ク レ ー シ ョ ン  

箒 川 上 流 域 は 、 本 県 有 数 の 観 光 地 で あ り 、

箒 川 の 渓 谷 に 沿 っ て 上 塩 原
か み し お ば ら

、 中 塩 原
な か し お ば ら

、 古 町
ふ る ま ち

、

門 前
も ん ぜ ん

、 畑 下
は た お り

、 塩 釜
し お が ま

、 福 渡
ふ く わ た

、 大 綱
お お あ み

の 各 温 泉 が 湯

け む り を 上 げ 、 塩 原 温 泉 郷 を 形 成 し て お り 、

箒 川 の 河 川 空 間 と 一 体 と な っ て 、 四 季 を 通 じ

て 多 く の 人 々 に 親 し ま れ て い ま す 。  

一 方 、 中 流 及 び 下 流 域 は 、 開 け た 農 村 部 を

流 れ 、 箒 川 の 岩 井 橋 付 近 で は 、 例 年 花 火 大 会

や 灯 籠 流 し が 行 わ れ て い ま す 。 ま た 、 箒 川 、

蛇 尾 川 は 、 鮎 釣 り の メ ッ カ と し て 、 釣 り シ ー

ズ ン に は 、 多 く の 釣 り 人 が 訪 れ ま す 。  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

塩 原 ダ ム  

佐 久 山 花 火 大 会 （ 箒 川 ）  
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第２節  箒川圏域の現状と課題  

 
2 .1  治 水 の 現 状 と 課 題  

本 圏 域 に お け る 主 要 な 洪 水 と し て は 、昭 和 13 年 ８ 月 、昭 和 22 年 ９ 月 、

昭 和 33 年 ９ 月 、昭 和 41 年 ９ 月 、昭 和 51 年 ９ 月 、昭 和 61 年 ８ 月 、平成

10 年 ８ 月 、 平 成 27 年 9 月 の 洪 水 な ど が 挙 げ ら れ ま す 。  

 

近 年 の 主 要 洪 水 一 覧 5 ）  
発 生 年 月 日  

（ 原 因 ）  
洪 水 被 害 の 概 要  

昭 和 13 年 8 月  

(台 風 ) 

箒 川 、 熊 川 で 浸 水 被 害 が 発 生 し た 。  

箒 川 の 浸 水 面 積 は 436ha、床 上 浸 水 45 戸 、床 下 浸 水 80

戸 、 熊 川 の 浸 水 面 積 は 397ha、 床 上 浸 水 28 戸 、 床 下 浸

水 15 戸 に 及 ん だ 。  

昭 和 22 年 9 月  

(カ ス リ ー ン 台 風 ) 

カ ス リ ー ン 台 風 で は 、 熊 川 で 浸 水 面 積 120ha、 こ の う

ち 、耕 地 面 積 は 115ha、床 上 浸 水 28 戸 、床 下 浸 水 15 戸

で あ っ た 。  

昭 和 33 年 9 月  

(台 風 21 号 ) 

箒 川 で 浸 水 被 害 が 発 生 し 、浸 水 耕 地 面 積 は 261ha、床 上

浸 水 14 戸 、 床 下 浸 水 49 戸 に 及 ん だ 。  

昭 和 41 年 9 月  

(台 風 26 号 ) 

箒 川 で 浸 水 被 害 が 発 生 し 、浸 水 耕 地 面 積 は 321ha、床 上

浸 水 28 戸 、 床 下 浸 水 75 戸 に 及 ん だ 。  

昭 和 51 年 9 月  

(台 風 17 号 ) 

箒 川 で 浸 水 被 害 が 発 生 し 、浸 水 耕 地 面 積 は 285ha（ 水 田

250ha、 畑 35ha）、 浸 水 戸 数 は 30 戸 に 及 ん だ 。  

昭 和 61 年 8 月  

(台 風 10 号 ) 

巻 川 、 蕪 中 川 で 浸 水 被 害 が 発 生 し た 。  

巻 川 の 浸 水 面 積 は 30ha、 蕪 中 川 の 浸 水 面 積 は 52ha で

あ っ た 。ま た 蕪 中 川 で は 床 上 浸 水 3 戸 、床 下 浸 水 25 戸

に 及 ん だ 。  

平 成 10 年 8 月  

(豪 雨 ) 

箒 川 、蛇 尾 川 、百 村 川 、巻 川 、熊 川 、鹿 島 川 で 浸 水 被 害

が 発 生 し た 。 熊 川 で は 、 東 北 縦 貫 自 動 車 道 下 流 の 芝 中

橋 で 破 堤 し 、那 須 塩 原 駅 付 近 ま で 浸 水 し た 。ま た 、蛇 尾

川 合 流 点 付 近 で も 破 堤 に よ る 浸 水 が 発 生 し た 。 浸 水 面

積 は 730ha、こ の う ち 、耕 地 面 積 は 684ha、床 上 浸 水 127

戸 、 床 下 浸 水 820 戸 と 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た 。  

平 成 27 年 9 月  

（ 台 風 18 号 ）  

（ 関 東 ・ 東 北 豪 雨 ） 

箒 川 で 浸 水 被 害 が 発 生 し た 。 宇 都 野 橋 上 流 付 近 及 び 福

原 橋 上 流 で 破 堤 に よ る 浸 水 が 発 生 し た 。  

浸 水 耕 地 面 積 （ 水 田 ） は 、 10.5ha に 及 ん だ 。  

 

 

 

5 )  出 典 ： 各 河 川 の 全 体 計 画 書 、 S3 1 年 箒 川 全 体 計 画 書 、 S3 6 年 熊 川 全 体 計 画 書  

     塩 原 治 水 ダ ム 事 業 計 画 書 （ S5 0 . 7）、 水 害 統 計  
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・ 昭 和 33 年 9 月 洪 水  
台 風 21 号 に よ り ９ 月 17 日 か ら ９ 月 18 日 に か け 、 塩 原 地 点 (東 京 電 力

赤 川 発 電 所 )で 総 雨 量 297mm を 記 録 し た 大 雨 に よ る 出 水 が 発 生 し 、 被 害

状 況 は 耕 地 浸 水 面 積 261ha、 浸 水 家 屋 数 は 63 戸 で し た 。  

・ 昭 和 41 年 9 月 洪 水  
台 風 26 号 に よ り ９ 月 22 日 か ら ９ 月 24 日 に か け 、 塩 原 地 点 (東 京 電 力

赤 川 発 電 所 )で 総 雨 量 278mm を 記 録 し た 大 雨 に よ る 出 水 が 発 生 し 、 被 害

状 況 は 耕 地 浸 水 面 積 321ha、 浸 水 家 屋 数 は 103 戸 で し た 。  

・ 平 成 10 年 8 月 洪 水  
台 風 ４ 号 の 停 滞 前 線 に よ り ８ 月 26 日 か ら ８ 月 31 日 に か け 大 田 原 観 測

所 で 総 雨 量 594mm を 記 録 す る と い う 大 雨 に よ る 出 水 が 発 生 し ま し た 。 箒

川 、 蛇 尾 川 、 熊 川 で 警 戒 水 位 ※ 説 明 1 を 突 破 し 、 熊 川 で は 、 芝
し ば

中 橋
な か ば し

及 び 蛇

尾 川 合 流 点 付 近 で 破 堤 に よ る 浸 水 被 害 が 発 生 し ま し た 。 被 害 状 況 は 、 箒

川 、 蛇 尾 川 、 百 村 川 、 巻 川 、 熊 川 及 び 鹿 島 川 な ど で 耕 地 浸 水 面 積 730ha

で あ り 、 浸 水 家 屋 戸 数 は 947 戸 で し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 平 成 27 年 9 月 洪 水  
台 風 18 号 に よ り 9 月 9 日 か ら 9 月 10 日 に か け 、 塩 原 ダ ム で 総 雨 量

408mm を 記 録 す る と い う 大 雨 に よ る 出 水 が 発 生 し ま し た 。 箒 川 、 蛇 尾 川

警 戒 水 位 ※ 説 明 1 を 突 破 し 、 箒 川 で は 、 那 須 塩 原 市 宇 都 野 橋 付 近 や 大 田 原

市 福 原 橋 付 近 で 破 堤 に よ る 浸 水 被 害 が 発 生 し ま し た 。  

  

 

 

※ 説 明 1： 巻 末 （ P.30） 用 語 説 明 に 記 載  

熊 川  

蛇 尾 川  

芝 中 橋  

熊 川 （ 芝 中 橋 付 近 ）  蛇 尾 川 ・ 熊 川 合 流 点 地 点  

箒 川 （ 大 田 原 市 福 原 橋 付 近 ）  箒 川 （ 那 須 塩 原 市 宇 都 野 橋 付 近 ）  
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本 圏 域 の 河 川 は 、 洪 水 に よ る 被 害 を 度 々 受 け て お り 、 箒 川 を は じ め 、

巻 川 、 蛇 尾 川 、 百 村 川 、 蕪
か ぶ

中 川
ち ゅ う が わ

、 熊 川
く ま か わ

及 び 鹿 島 川 に つ い て 、 整 備 を 進 め

て き ま し た 。  

 

・ 箒 川  

昭 和 31 年 度 よ り 改 修 事 業 に 着 手 し 、下 流 よ り 順 次 、整 備 を 進 め て きま

し た が 、平 成 10 年 ８ 月 洪 水 で は 、流 域 で 多 く の 浸 水 被 害 が 生 じ て お り 、

今 後 も 引 き 続 き 河 川 の 整 備 が 必 要 と な っ て い ま す 。  

・ 巻 川  

昭 和 45 年 度 よ り 改 修 事 業 に 着 手 し 、下 流 よ り 順 次 、整 備 を 進 め て きま

し た が 、 流 域 の 市 街 化 の 進 展 に 伴 い 雨 水 の 流 出 量 が 増 大 し 、 度 重 な る 出

水 氾 濫 に よ り 、人 家 及 び 田 畑 が 浸 水 被 害 を 被 っ て い ま す 。特 に 、平 成 10

年 ８ 月 洪 水 で は 、 沿 川 で 家 屋 へ の 床 上 床 下 浸 水 を 始 め 、 多 く の 浸 水 被 害

が 生 じ て お り 、 今 後 も 引 き 続 き 河 川 の 整 備 が 必 要 と な っ て い ま す 。  

・ 蛇 尾 川  

昭 和 37 年 度 か ら 改 修 事 業 に 着 手 し 、順 次 、整 備 を 進 め て き ま し た が、

平 成 10 年 ８ 月 洪 水 で は 、流 域 で 多 く の 浸 水 被 害 が 生 じ て お り 、今 後 も 引

き 続 き 河 川 の 整 備 が 必 要 と な っ て い ま す 。  

・ 百 村 川  

昭 和 32 年 度 か ら 改 修 事 業 に 着 手 し 、順 次 、整 備 を 進 め て き ま し た が、

上 流 域 の 市 街 化 の 進 展 に 伴 い 雨 水 の 流 出 量 が 増 大 し 、 度 重 な る 出 水 氾 濫

に よ り 、人 家 及 び 田 畑 が 浸 水 被 害 を 被 っ て い ま す 。特 に 、平 成 10 年 ８ 月

洪 水 で は 、 沿 川 で 床 上 床 下 浸 水 を 始 め 、 多 く の 浸 水 被 害 が 生 じ て お り 、

今 後 も 引 き 続 き 河 川 の 整 備 が 必 要 と な っ て い ま す 。  

ま た 、 市 街 地 を 流 下 す る 河 川 で あ る た め 、 都 市 景 観 や 親 水 性 に も 配 慮

し 治 水 対 策 を 講 じ る こ と が 、 今 後 の 課 題 と な っ て い ま す 。  

・ 蕪 中 川  

平 成 ２ 年 度 か ら 改 修 事 業 に 着 手 し 、 順 次 、 整 備 を 進 め て き ま し た が 、

流 域 の 市 街 化 の 進 展 に 伴 い 雨 水 の 流 出 量 が 増 大 し 、 度 重 な る 出 水 氾 濫 に

よ り 、 人 家 及 び 田 畑 が 浸 水 被 害 を 被 っ て お り 、 今 後 も 引 き 続 き 、 河 川 の

整 備 が 必 要 と な っ て い ま す 。  

・ 熊 川  

昭 和 36 年 か ら 63 年 ま で 河 川 改 修 が 行 わ れ ま し た が 、 流 域 で は 近 年 、

那 須 塩 原 駅 を 中 心 と し た 市 街 化 の 進 展 に 伴 い 雨 水 の 流 出 量 が 増 大 し て

お り 、平 成 10 年 ８ 月 洪 水 で は 、堤 防 が 一 部 決 壊 し て 、那 須 塩 原 駅 周 辺 な

ど に お い て 浸 水 被 害 が 発 生 し 、 交 通 機 関 や 住 民 生 活 に 大 き な 被 害 を 及 ぼ

し ま し た 。 こ の た め 、 流 域 の 浸 水 被 害 の 軽 減 が 課 題 と な っ て い ま す 。  

・ 鹿 島 川  

昭 和 54 年 度 か ら 改 修 事 業 に 着 手 し 、 順 次 整 備 を 進 め て き た が 、 平 成

10 年 8 月 洪 水 で は 、流 域 内 で 多 く の 浸 水 被 害 が 発 生 し て お り 、今 後 も 引

き 続 き 河 川 の 整 備 が 必 要 と な っ て い ま す 。  
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2 .2  利 水 の 現 状 と 課 題  
箒 川 圏 域 は 、那 須 野 ヶ 原 扇 状 地 が 大 部 分

を 占 め 、扇 状 地 特 有 の 伏 流 河 川 の あ る 県 内

で も 特 殊 性 の 高 い 圏 域 で す 。代 表 的 な 河 川

と し て は 、 蛇 尾 川 、 熊 川 が 挙 げ ら れ ま す 。

こ れ ら の 伏 流 河 川 で は 、通 常 中 流 域 に は 表

流 水 が な く 、地 下 水 位 も 低 い と い う 特 色 が

あ り ま す 。  

ま た 、箒 川 は 、河 道 が 流 域 境 の 南 側 を 流

下 し て い る た め 、当 流 域 の 中 心 部 へ の 水 利

用 が 難 し く 、ほ と ん ど が 沿 川 の 水 田 に 利 用

さ れ て い る 状 況 で す 。 こ の よ う な こ と か

ら 、 中 流 域 に あ た る 那 須 塩 原 市 域 で は 、

那 珂 川
な か が わ

、 木
き

の
の

俣
ま た

川
が わ

の ４ 箇 所 か ら 導 水
ど う す い

を し て い ま す 。  

箒 川 の 水 利 用 は 、 沿 川 土 地 利 用 の 大 部 分 が 水 田 で あ る た め 、 ほ と ん ど が

農 業 用 水 と し て 利 用 さ れ て い ま す 。  

近 年 で は 平 成 ５ 、６ 、８ 、13 年 に 渇 水 が あ り ま し た が 、特 に 深 刻 な 問 題

と は な り ま せ ん で し た 。 こ れ は 、 箒 川 の 上 流 に あ る 塩 原 ダ ム の 効 果 や 流 域

の 一 部 が 那 珂 川 の 水 に 依 存 し て い る こ と に よ る も の で す 。 し か し 、 今 後 の

社 会 情 勢 等 の 変 化 に よ っ て は 水 不 足 も 懸 念 さ れ る こ と か ら 、 限 ら れ た 水 量

を 有 効 に 利 用 す る と と も に 、 適 正 な 管 理 を す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

箒 川 圏 域 の 主 要 地 点 の 流 況 6） ※ 説 明 2 )（ m 3/s）  

河川名 地点名 
豊水 

流量 

平水 

流量 

低水 

流量 

渇水 

流量 

箒川 福原 26.05 17.65 12.14 6.43 

蛇尾川 蛇尾橋 7.17 5.41 4.46 3.51 

熊川 戸野内橋 0.77 0.35 0.10 0.05 

 

 

 

 

 
 

塩 原 ダ ム （ 昭 和 53 年 度 完 成 ）  

6 )「 水 位 ・ 流 量 年 表 」（ 栃 木 県 ） を 基 に 作 成 （ 平 成 17 年 か ら 26 年 ま で の 欠 測 を 除 い た １

０ ヶ 年 平 均 値 ）  

※ 説 明 2： 巻 末 （ P. 3 0） 用 語 説 明 に 記 載  
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2 .3  環 境 の 現 状 と 課 題  
本 圏 域 の 環 境 は 、日 光 国 立 公 園 に 指 定 さ れ

て い る 山 地 で 構 成 さ れ る 上 流 域 と 那 須 野 ヶ

原 扇 状 地 で 構 成 さ れ る 中 下 流 域 に 大 別 さ れ

ま す 。  

 

自 然 環 境 7 ） 8）  
上 流 域  

植 生 は 、特 に 源 流 部 に 自 然 植 生 と し て シ ラ

ビ ソ 、コ メ ツ ガ 林 等 の 針 葉 樹 林 が あ り 、貴 重

な 自 然 林 と し て 日 光 国 立 公 園 内 に 残 存 保 護

さ れ 、ま た 沿 川 山 地 は ブ ナ 林 、ミ ズ ナ ラ 林 等

の 植 生 域 と な っ て い ま す 。 魚 類 は 、 イ ワ ナ 、

ヤ マ メ な ど の 渓 流 魚 の 他 、ウ グ イ 、オ イ カ ワ 等

が 生 息 し て い ま す 。 哺 乳 類 で は 、 ニ ホ ン ザ ル 、 ニ ホ ン ジ カ 、 ツ キ ノ ワ グ マ

等 が 生 息 し 、絶 滅 危 惧 種 の キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ ※ 説 明 3 も 確 認 さ れ て い ま す 。 

中 下 流 域  

植 生 は 、植 林 さ れ た ア カ マ ツ 林 や ス ギ 、ヒ

ノ キ な ど の 針 葉 樹 が 広 い 面 積 を 占 め 、河 川 区

域 内 に は ツ ル ヨ シ や ヤ ナ ギ 等 が 繁 茂 し て い

ま す が 、絶 滅 危 惧 種 の ノ ダ イ オ ウ 、カ ワ ラ ニ

ガ ナ 、キ ン ラ ン 、エ ン コ ウ ソ ウ 、オ オ ウ マ ノ

ア シ ガ タ 等 ※ 説 明 3 も 分 布 し て お り 、水 際 の 流

れ の 緩 い 場 所 や 砂 礫 質 の 河 原 を 維 持 す る 必

要 が あ り ま す 。  

魚 類 は 、本 支 川 と も 一 般 的 な ウ グ イ 、オ イ

カ ワ 等 が 生 息 し 、箒 川 で は ア ユ が 多 く 確 認 さ

れ て お り 、 堰 場
せ き ば

橋
ば し

下 流 に お い て は 天 然 遡 上 魚

も か な り 見 受 け ら れ ま す 。 ま た 、 絶 滅 危 惧 種 の ホ ト ケ ド ジ ョ ウ 、 ス ナ ヤ ツ

メ 、 ギ バ チ ※ 説 明 3 も 生 息 し 、 下 流 域 の 支 川 流 域 に は 天 然 記 念 物 の ミ ヤ コ タ

ナ ゴ 及 び 同 地 域 周 辺 の 水 域 に イ ト ヨ が 確 認 さ れ て い ま す 。  

両 生 類 で は 、 ア カ ハ ラ イ モ リ 、 ニ ホ ン ア カ ガ エ ル 、 ツ チ ガ エ ル 、 昆 虫 類

で は 、 タ ガ メ 、 ツ マ グ ロ キ チ ョ ウ 等 ※ 説 明 3 の 絶 滅 危 惧 種 が 確 認 さ れ 、 哺 乳

類 で は 、 キ ツ ネ 、 タ ヌ キ 、 ア ナ グ マ 等 が 生 息 し 、 箒 川 の 野 崎
の ざ き

橋
ば し

周
しゅう

辺 に は 、

猛 禽 類 の チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ が 生 息 し 、 そ の 周 辺 は 採 餌 場 と な っ て い ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 河 川 の 改 修 及 び 維 持 管 理 に あ た っ て は 、 浅 瀬 や 平 瀬 を

維 持 す る と と も に 、 河 道 内 の 土 砂 の 流 出 及 び 堆 積 等 に よ り 、 流 量 、 流 速 、

水 質 等 が 大 き く 変 化 し な い よ う に 配 慮 し 、 あ る 程 度 自 然 に 任 せ た 環 境 を 残

存 し 、 創 出 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

塩 原 温 泉 郷 を 流 れ る 箒 川  

7 )  出 典 は 巻 末 に 示 す と お り  

8 )  栃 木 県 レ ッ ド デ ー タ リ ス ト （ 20 1 1 年 改 訂 ） よ り 引 用 。  

写 真 は レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク と ち ぎ （ 20 0 5 年 3 月 発 行 ） よ り  

※ 説 明 3： 巻 末 （ P. 3 0） 用 語 説 明 に 記 載  

河 川 環 境 の 区 域 分 割  
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ノ ダ イ オ ウ  

キ ン ラ ン  
エ ン コ ウ ソ ウ  

ニ ホ ン ア カ ガ エ ル  ツ チ ガ エ ル  

タ ガ メ  

キ バ チ  ス ナ ヤ ツ メ  ホ ト ケ ド ジ ョ ウ  

ツ マ グ ロ キ チ ョ ウ  

キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ  

ミ ヤ コ タ ナ ゴ  イ ト ヨ  

カ ワ ラ ニ ガ ナ  

オ オ ウ マ ノ ア シ ガ タ  

ア カ ハ ラ イ モ リ  
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水 質 9 ）  
河 川 の 水 質 に つ い て は 、 箒 川 の 箒 川 橋 、 蛇 尾 川 の 宇 田 川 橋 が 環 境 基 準 点

と な っ て お り 、 そ れ ぞ れ 水 質 汚 濁 に 係 わ る 環 境 基 準 Ａ 類 型 （ BOD75％値※説明

42.0 ㎎ /l 以 下 ）と な っ て い ま す 。過 去 10 年 間『BOD75％値』※説明 4 は 、い ず れ

の 河 川 に お い て も 、 環 境 基 準 を 達 成 し て い ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水 辺 空 間  

こ の よ う な 状 況 に お い て 、今 後 の 河 川

整 備 は 、現 状 の 豊 か な 自 然 環 境 に 配 慮 す

る と と も に 、地 域 計 画 等 と の 連 携 を 図 っ

た 整 備 を 行 い 、河 川 空 間 が 地 域 住 民 の 憩

い の 場 と な る よ う 望 ま れ て い ま す 。  

上 流 域 は 、河 川 沿 い に あ る 渓 谷 美 と 塩

原 温 泉 郷 を 求 め る 多 く の 観 光 客 に 利 用

さ れ 、ま た 渓 流 釣 り の メ ッ カ と し て 釣 り

人 に 利 用 さ れ て い ま す 。  

下 流 域 は 、箒 川 、蛇 尾 川 で は 釣 り シ ー

ズ ン に な る と 多 く の 釣 り 人 で 賑 わ い 、特

に 箒 川 の 那 珂 川 合 流 点 か ら 野 崎 橋 の 間 が

鮎 釣 り の 好 適 地 と な っ て い ま す 。 ま た 、

沿 川 で は 、 河 川 公 園 等 を 利 用 し た 花 火 大 会 、 マ ス の つ か み 取 り 大 会 や バ ー

ベ キ ュ ー 大 会 な ど が 開 催 さ れ 、 四 季 を 通 じ て 多 く の 地 域 の 人 々 に 親 し ま れ 、

利 用 さ れ て い ま す 。 し か し 、 河 川 空 間 や 水 辺 環 境 が 地 域 住 民 に 安 ら ぎ と 潤

い を 与 え て い る 反 面 、 ご み の 投 棄 な ど 自 然 環 境 の 悪 化 が 問 題 と な っ て い ま

す 。  

 

 

 

百  
村  
川  

鹿  
島  
川  

巻  
川  

箒  
川  

熊  
川  

蛇  
尾  
川  

中  
川  

蕪  

宇 田 川 橋  

箒 川 橋  

河 川 環 境 基 準 点 位 置 図  圏 域 内 河 川 の BOD75%値 の 推 移 ※説明 4 

マ ス の つ か み 取 り （ 塩 原 温 泉 ）  

9 )  出 典 ： 栃 木 県 水 質 年 表  

※ 説 明 4： 巻 末 （ P3 1） 用 語 説 明 に 記 載  
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第２章 河川整備計画の目標に関する事項 

 

第１節  河川整備計画の対象区間及び期間  

 
1 .1  計 画 対 象 区 間  

計 画 対 象 区 間 は 、 圏 域 内 の 各 河 川 で 河 川 の 整 備 を 必 要 と す る 区 間 及 び 維

持 管 理 に 努 め る 区 間 と し ま す 。  

な お 、 河 川 の 整 備 を 必 要 と す る 区 間 と は 、 河 川 工 事 を 実 施 す る 区 間 で 、

維 持 管 理 に 努 め る 区 間 と は 、 洪 水 が 計 画 ど お り に 流 れ る よ う に 維 持 管 理 を

行 う 区 間 で す 。  

計 画 対 象 区 間  

河  川  名  
 支  

川  

延 長  

( k m )  

計 画 対 象 区 間  

読 み 方  上  流  端  下 流 端  

箒 川  ほ う き が わ  1 次  4 7 . 6  那 須 塩 原 市 上 塩 原  那 珂 川  

 な め り 川  な め り が わ  2 次  3 . 3  那 珂 川 町 大 字 浄 法 寺  箒 川  

 巻 川  ま き か わ  2 次  1 9 . 1  大 田 原 市 富 池  箒 川  

 神 福 川  じ ん ぶ く が わ  2 次  2 . 6  大 田 原 市 大 神  箒 川  

 蛇 尾 川  さ び が わ  2 次  4 1 . 1  那 須 塩 原 市 百 村  箒 川  

  町 井 川  ま ち い が わ  3 次  2 . 5  大 田 原 市 宇 田 川  蛇 尾 川  

  不 動 川  ふ ど う が わ  3 次  4 . 0  大 田 原 市 萩 野 目  蛇 尾 川  

  鹿 島 川  か し ま が わ  3 次  4 . 9  大 田 原 市 大 田 原  蛇 尾 川  

  蕪 中 川  か ぶ ち ゅ う が わ  3 次  4 . 0  那 須 塩 原 市 高 柳  蛇 尾 川  

  熊 川  く ま か わ  3 次  2 7 . 6  那 須 塩 原 市 百 村  蛇 尾 川  

   小 巻 川  こ ま き が わ  4 次  0 . 6  那 須 塩 原 市 百 村  熊 川  

  小 蛇 尾 川  こ さ び が わ  3 次  7 . 0  那 須 塩 原 市 板 室  蛇 尾 川  

   鍋 有 沢 川  な べ あ り さ わ が わ  4 次  4 . 0  那 須 塩 原 市 下 塩 原  小 蛇 尾 川  

 百 村 川  も む ら が わ  2 次  1 0 . 2  那 須 塩 原 市 緑  箒 川  

  篠 谷 川  し の や が わ  3 次  1 . 0  大 田 原 市 花 園  百 村 川  

  深 川  ふ か が わ  3 次  2 . 0  大 田 原 市 親 園  百 村 川  

  念 仏 川  ね ん ぶ つ が わ  3 次  1 . 7  大 田 原 市 親 園  百 村 川  

   加 茂 内 川  か も う ち が わ  4 次  1 . 5  大 田 原 市 親 園  念 仏 川  

 野 沢 川  の ざ わ が わ  2 次  3 . 3  那 須 塩 原 市 宇 都 野  箒 川  

 不 動 沢 川  ふ ど う さ わ が わ  2 次  1 . 5  那 須 塩 原 市 下 塩 原  箒 川  

 佐 久 山 川  さ く や ま が わ  2 次  2 . 1  大 田 原 市 佐 久 山  箒 川  

 清 水 川  し み ず が わ  2 次  1 . 2  那 須 塩 原 市 関 谷  箒 川  

 鹿 股 川  か の ま た が わ  2 次  7 . 0  那 須 塩 原 市 湯 本 塩 原  箒 川  

 シ ラ ン 沢 川  し ら ん ざ わ が わ  2 次  1 . 3  那 須 塩 原 市 中 塩 原  箒 川  

 ウ ト ウ 沢 川  う と う さ わ が わ  2 次  2 . 3  那 須 塩 原 市 上 塩 原  箒 川  

 赤 川  あ か が わ  2 次  1 1 . 2  那 須 塩 原 市 下 塩 原  箒 川  

 今 尾 頭 川  い ま お が し ら が わ  2 次  1 . 5  那 須 塩 原 市 上 塩 原  箒 川  

合 計  2 7 河 川   2 1 6 . 1    
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計 画 対 象 区 間 位 置 図  

 

 

1 .2  計 画 対 象 期 間  
計 画 策 定 時 か ら 概 ね 20 年 間 と し ま す 。  

 

  

夕 の 原  

和 田 山  

佐 久 山  

福 原  箒 橋  

中 内 橋  

熊 川 橋  

蛇 尾 橋  

大 田 原 （ 県 ）  

上 塩 原 （ 県 ）  

大 田 原 （ 気 ）  

凡 例  
   市 町 境  
   対 象 河 川  
   箒 川 圏 域 流 域 界  
   水 位 観 測 所  
   雨 量 観 測 所  

塩 原 ダ ム （ 県 ）  

八 方 ヶ 原 （ 気 ）  

黒 磯 （ 気 ）  
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第２節  洪水等による災害発生の防止又は軽減に関する事項  

 

計 画 の 対 象 と な る 箒 川 、 蛇 尾 川 に つ い て は 、 流 域 内 の 人 口 及 び 資 産 等 を

考 慮 す る と と も に 、上 下 流 及 び 他 河 川 と の バ ラ ン ス を 図 り 、平 成 10 年 ８ 月

末 に 発 生 し た 規 模 の 洪 水 を 安 全 に 流 下 さ せ る 整 備 を 目 指 し ま す 。  

 支 川 の 百 村 川 、 蕪 中 川 、 巻 川 、 熊 川 及 び 鹿 島 川 に つ い て は 、 下 流 区 間

の 整 備 状 況 等 を 踏 ま え 、 平 成 10 年 ８ 月 末 に 発 生 し た 規 模 の 洪 水 に 対 し て

床 上 浸 水 被 害 の 解 消 を 目 指 し ま す 。  

また、河川管理施設を良好な状態に保全し、施設の本来の機能が発揮される

ように、計画的に維持管理をすることとし、必要に応じて施設の老朽化対策や

長寿命化及び機能向上を図ります。  

さらに、各河川の計画を超える規模の洪水に対しては、被害に応じて適切な

対策を講じるとともに、平常時から、情報提供や水防体制の強化に努めるな

ど、地域住民や関係機関と連携し、被害の軽減を図ります。 

 

第３節  河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項  

 

河 川 の 水 利 用 は 、 多 く が 沿 川 の 農 業 用 水 に 利 用 さ れ て い ま す が 、 扇 状 地

特 有 の 伏 流 河 川 が あ る た め 那 珂 川 か ら の 取 水 に 頼 っ て い る こ と な ど も 踏

ま え 、 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り な が ら 限 り あ る 水 資 源 の 有 効 か つ 適 正 な 利 用

の 促 進 を 図 り ま す 。  

さ ら に 、 箒 川 で は 、 福 原 地 点 で 、 既 得 取 水 の 安 定 化 と 河 川 環 境 の 保 全 等

の た め の 流 量 (正 常 流 量 )と し て 、期 別 に 5.35～ 9.46m 3/s を 確 保 で き る よ う

に し ま す 。 ダ ム の 無 い 支 川 に つ い て は 、 流 水 の 正 常 な 機 能 を 維 持 す る た め

に 今 後 も 流 況 の 把 握 に 努 め ま す 。  

 

第４節  河川環境の整備と保全に関する事項  

 

河 川 環 境 の 現 状 を 十 分 認 識 し 、 当 圏 域 の 自 然 環 境 、 地 形 特 性 、 景 観 、 水

辺 空 間 等 の 様 々 な 観 点 か ら 、 治 水 及 び 利 水 と の 整 合 を 図 る こ と は も と よ り 、

関 係 機 関 や 地 域 住 民 と の 連 携 を 図 っ た 整 備 と 保 全 に 努 め ま す 。  

具 体 的 に は 、 現 況 の 瀬 と 淵 を 可 能 な 限 り 保 全 す る と と も に 、 水 際 部 に は

植 生 が 繁 茂 で き る よ う な 構 造 と す る な ど 、 動 植 物 の 生 息 ・ 生 育 環 境 に 配 慮

し た 河 川 環 境 の 整 備 を 図 る こ と を 目 標 と し ま す 。  

ま た 、 河 川 環 境 が 著 し く 悪 化 し た 場 合 は 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 そ の 回 復

や 再 生 に 努 め る も の と し ま す 。  

沿 川 に 市 街 地 等 が あ る 地 域 に つ い て は 、 地 域 整 備 の 計 画 等 と 整 合 を 図 り 、

地 域 住 民 が 身 近 に 水 辺 に 親 し む こ と が で き る 河 川 空 間 の 創 出 に 努 め ま す 。 

箒 川 の 本 支 川 は 、 現 在 、 沿 川 住 民 の 散 策 や 釣 り と い っ た 憩 い の 場 と し て

親 し ま れ て お り 、 今 後 も 地 域 住 民 の 理 解 と 協 力 を 得 な が ら 河 川 区 域 内 の ご

み の 減 量 等 の 美 化 に 努 め 、 良 好 な 水 環 境 の 保 全 と 河 川 空 間 の 適 正 な 利 用 を

図 り ま す 。   
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第３章 河川の整備の実施に関する事項 

 

第１節  河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事

の施行により設置される河川管理施設の機能の概要  

 

1 .1  河 川 工 事 の 目 的 、 種 類 及 び 施 行 の 場 所  
本 川 箒 川 に つ い て は 、 既 設 の 塩 原 ダ ム で 420m 3/s の 洪 水 調 節 を し た 後 の

計 画 高 水 流 量 を 安 全 に 流 下 さ せ る た め の 河 道 改 修 を 実 施 し ま す 。  

支 川 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 計 画 流 量 を 安 全 に 流 下 さ せ る た め の 河 道 改

修 を 実 施 し ま す 。 な お 、 支 川 百 村 川 、 鹿 島 川 に つ い て は 、 洪 水 調 節 の た め

調 節 池 を 整 備 し 、 洪 水 に よ る 浸 水 被 害 の 軽 減 を 図 り ま す 。  

ま た 、 工 事 の 施 行 に あ た っ て は 、 地 域 住 民 等 の 意 見 を 踏 ま え 、 利 水 や 自

然 環 境 に 配 慮 し 、 自 然 と 親 し む こ と の で き る 良 好 な 水 辺 空 間 の 創 出 に 努 め

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 画 高 水 流 量 ※説明５配 分 図  
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※ 説 明 5： 巻 末 （ P. 3 1） 用 語 説 明 に 記 載  
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施 行 場 所 位 置 図  
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河 川 改 修 の 施 行 場 所 （ 区 間 ）  

河 川 名  施  行  場  所  
施 行

延 長  

箒 川  
大 田 原 市 佐 久 山 地 先 （ 岩 井 橋

い わ い は し

上 流 地 点 ）  

～ 那 須 塩 原 市 下 田
し も た

野
の

地 先 （ 堰 場
せ き ば

橋
ば し

下 流 地 点 ）  

16.0k

m 

巻 川  
大 田 原 市 中 田

な か だ

原
わ ら

地 先 （ 上 深 田
か み ふ か だ

橋 地 点 ）  

～ 大 田 原 市 富
と み

池
い け

地 先 （ 一 級 河 川 指 定 上 流 地 点 ）  

3.7km 

蛇 尾 川  
大 田 原 市 片 府

か た ふ

田
た

地 先 （ 箒 川 合 流 地 点 ）  

～ 那 須 塩 原 市
し お ば ら し

西 遅 沢
に し お そ ざ わ

地 先 （ 笹 沼 ﾃｽﾄｺｰｽ下 流 地 点 ）  

16.2k

m 

蕪 中 川  
那 須 塩 原 市 石

い し

林
ばやし

地 先 （ 石 林 用 水 路 合 流 地 点 ）  

～ 那 須 塩 原 市
し お ば ら し

高 柳
た か や な ぎ

地 先 （ JR 宇 都 宮 線 地 点 ）  
2.0km 

百 村 川  
大 田 原 市 浅 香 ５ 丁 目 地 先 （ 農 道 橋 地 点 ）  

～ 那 須 塩 原 市
し お ば ら し

緑
みどり

地 先 （ 一 級 河 川 指 定 上 流 地 点 ）  
4.3km 

熊 川  
大 田 原 市 町

ま ち

島
じ ま

地 先 （ 蛇 尾 川 合 流 地 点 ）  

～ 那 須 塩 原 市 箕 輪
み の わ

地 先 （ 那 須 疎 水 横 断 地 点 ）  

11.9k

m 

鹿 島 川  

大 田 原 市 新 富
し ん と み

町
ちょう

３ 丁 目 地 先 （ 神 明 橋 下 流 地 点 ）  

～ 大 田 原 市 本 町
ほんちょう

１ 丁 目 地 先 （ 一 級 河 川 指 定 上 流 地 点 ）  

1.0km 

 

百 村 川 調 節 池 の 施 行 場 所  

調 節 池 名  施  行  場  所  調 節 池 面 積  

第 2 調 節 池  大 田 原 市
お お た わ ら し

荻 野 目
お ぎ の め

地 先  約 4ha 

 
鹿 島 川 調 節 池 の 施 行 場 所  

調 節 池 名  施  行  場  所  調 節 池 面 積  

上 流 調 節 池  大 田 原 市 中 央
ちゅうおう

２ 丁 目 地 先  約 0.3ha 

下 流 調 節 池 （ 右 岸 ）  同 上  約 0.2ha 

下 流 調 節 池 （ 左 岸 ）  同 上  約 0.7ha 
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1 .2  河 川 工 事 の 施 行 に よ り 設 置 さ れ る 河 川 管 理 施 設 の 機 能 の 概 要  

 河 川 の 整 備 に あ た っ て は 、『 多 自 然 川 づ く り 』 ※ 説 明 6 を 基 本 と し 、 治 水

安 全 度 の 向 上 を 図 る と と も に 、 動 植 物 や 景 観 に も 配 慮 し た 構 造 と す る こ

と に よ り 、 河 川 環 境 の 保 全 ・ 創 出 に 努 め ま す 、  

 な お 、 河 川 整 備 を 進 め る に あ た っ て の 平 面 計 画 、 縦 断 計 画 及 び 横 断 計

画 の 基 本 的 な 考 え 方 に つ い て は 、 以 下 の と お り で す 。  

 

・ 平 面 計 画  

 河 道 の 平 面 線 形 の つ い て は 、 現 況 の 線 形 を 十 四 す る こ と を 基 本 と

し 、 河 道 特 性 を 大 き く 変 え な い よ う 留 意 し ま す 。  

 な お 、 防 災 上 又 は 環 境 保 全 等 の 観 点 か ら 線 形 を 修 正 す る 場 合 は 、 河

床 の 安 定 や 自 然 環 境 及 び 沿 川 に 計 画 さ れ て い る 事 業 と の 整 合 性 に 留 意

し ま す 。  

 

・ 縦 断 計 画  

 縦 断 形 状 に つ い て は 、 現 況 の 河 床 勾 配 や 背 後 の 堤 内 地 盤 高 を 考 慮 す

る と と も に 、 上 下 流 や 本 川 と 支 川 の 連 続 性 や 、 瀬 や 淵 等 の 多 様 な 河 床

形 態 を 確 保 し ま す 。  

 ま た 、 既 設 の 堰 や 護 岸 等 の 構 造 物 を 把 握 し 、 経 済 的 か つ 合 理 的 な 計

画 と し ま す 。  

 

・ 横 断 計 画  

 横 断 形 状 に つ い て は 、 現 行 河 道 を 取 り 込 む 形 で の 整 備 を 原 則 と し 、

極 力 現 況 の 河 岸 を 利 用 し た 計 画 と し ま す 。  

 法 勾 配 は ２ 割 を 基 本 と し ま す が 、 建 築 物 や 構 造 物 等 が 密 集 し て い る

な ど 河 道 拡 幅 が 困 難 な 箇 所 に つ い て は 、 沿 川 の 特 性 に 応 じ た 合 理 的 な

計 画 と し ま す 。  

 な お 、 河 床 に つ い て は 、 澪 筋 や 瀬 、 淵 な ど の 多 様 な 河 道 形 態 を 保 全

又 は 復 元 し 、 生 物 の 生 息 ・ 生 育 環 境 を 確 保 し ま す 。  

 

  

※ 説 明 6： 巻 末 （ P.31） 用 語 説 明 に 記 載  
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① 箒 川  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箒 川 （ 那 珂 川 合 流 点 か ら 上 流 約 22km、 石 上
い し が み

付 近 ）  

 

 

岩
い わ

井 橋
い ば し

か ら 堰 場
せ き ば

橋
ば し

ま で の 区 間 に

つ い て は 、 掘 削 ､築 堤 ､必 要 に 応 じ

て 護 岸 等 の 工 事 を 実 施 し 、 こ の 区

間 の 計 画 流 量 を 安 全 に 流 下 さ せ る

た め の 河 道 を 整 備 し ま す 。  

な お 、 掘 削 を 最 小 限 に す る こ と

に よ り 、現 況 の 瀬 ､淵 等 を 可 能 な 限

り 保 全 し 、生 物 の 生 息・生 育 場 所 を

確 保 す る と と も に 現 況 の 植 生 を 保

全 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箒 川 の 出 水 状 況 【 平 成 10 年 8 月 】  
(東 北 縦 貫 自 動 車 道 下 流 1km 付 近 )  

箒 川 (東 北 縦 貫 自 動 車 道 下 流 1km 付 近 )  

約 14 6 m  
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② 巻 川  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 深 田
か み ふ か だ

橋
ば し

か ら 一 級 河 川 指 定 上 流

端 ま で の 区 間 に つ い て は 、 掘 削 ､築

堤 ､必 要 に 応 じ て 護 岸 等 の 工 事 を 実

施 し 、 こ の 区 間 の 計 画 流 量 を 安 全

に 流 下 さ せ る た め の 河 道 を 整 備 し

ま す 。  

な お 、 現 況 の 河 川 断 面 が 非 常 に

小 さ く 、 工 事 に よ り 川 幅 を 広 げ る

必 要 が あ る た め 、 新 た に 蛇 行 す る

澪 筋 等 を 創 出 し 、 魚 類 の 生 息 ・

生 育 場 所 を 確 保 す る と と も に 植

生 の 回 復 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

約 16 m  

巻 川 (箒 川 合 流 点 か ら 上 流 約 12 ㎞ 、 上 深 田
か み ふ か だ

橋
ば し

付 近 )  

巻 川 の 出 水 状 況 【 平 成 10 年 8 月 】  
(巻 川 橋 国 道 461 号 付 近 )  

巻 川 (巻 川 橋 国 道 461 号 付 近 )  
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③ 蛇 尾 川  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箒 川 合 流 点 か ら 那 須 塩 原 市
し お ば ら し

西 遅 沢
に し お そ ざ わ

ま で の 区 間 に つ い て は 、 掘

削 ､築 堤 ､必 要 に 応 じ て 護 岸 等 の 工

事 を 実 施 し 、 こ の 区 間 の 計 画 流 量

を 安 全 に 流 下 さ せ る た め の 河 道 を

整 備 し ま す 。  

な お 、 掘 削 を 最 小 限 に す る こ と

に よ り 、 現 況 の 瀬 ､淵 等 を 可 能 な

限 り 保 全 し 、 生 物 の 生 息 ・ 生 育 場

所 を 確 保 す る と と も に 、 現 況 の 植

生 を 保 全 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

蛇 尾 川 (箒 川 合 流 点 か ら 上 流 約 8 ㎞ 、 蛇 尾 橋 付 近 )  

蛇 尾 川 の 出 水 状 況 【 平 成 10 年 8 月 】  
(東 北 縦 貫 自 動 車 道 上 流 2km 付 近 )  

蛇 尾 川 (国 道 4 号 上 流 付 近 )  

約 12 0 m  

Q=7 70 m3 /s  
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④ 蕪 中 川  

 

 

 

 

那 須 塩 原 市 石
い し

林
ばやし

か ら JR 宇 都

宮 線 ま で の 区 間 に つ い て は 、 掘

削 ､築 堤 ､必 要 に 応 じ て 護 岸 等 の

工 事 を 実 施 し 、 こ の 区 間 の 計 画

流 量 を 安 全 に 流 下 さ せ る た め の

河 道 を 整 備 し ま す 。  

な お 、 現 況 の 河 川 断 面 が 非 常

に 小 さ く 、 工 事 に よ り 川 幅 を 広

げ る 必 要 が あ る た め 、 新 た に 蛇

行 す る 澪 筋 等 を 創 出 し 、 生 物 の

生 息 ・ 生 育 場 所 を 確 保 す る と と

も に 、 植 生 回 復 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

約 15 m  

蕪 中 川 (蛇 尾 川 合 流 点 か ら 上 流 約 3 ㎞ 、 石
いし

林
ばやし

付 近 )  

蕪 中 川 の 出 水 状 況 【 平 成 10 年 8 月 】  

(乃 木
の ぎ

神 社
じ ん じ ゃ

付 近 )  

蕪 中 川 (乃 木 神 社 付 近 )  



23 

⑤ 百 村 川  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 田 原 市
お お た わ ら し

浅 香
あ さ か

か ら 一 級 河 川 指 定

上 流 端 ま で の 区 間 に つ い て は 、 掘

削 ､築 堤 ､必 要 に 応 じ て 護 岸 等 の 工

事 を 実 施 し 、 こ の 区 間 の 計 画 流 量

を 安 全 に 流 下 さ せ る た め の 河 道 を

整 備 し ま す 。  

な お 、 現 況 の 河 川 断 面 が 非 常 に

小 さ く 、 工 事 に よ り 川 幅 を 広 げ る

必 要 が あ る た め 、 新 た に 蛇 行 す る

澪 筋 等 を 創 出 し 、 生 物 の 生 息 ・ 生

育 場 所 を 確 保 す る と と も に 、 植 生

回 復 に 努 め ま す 。  

ま た 、 周 辺 は 市 街 地 と な っ て い

る こ と か ら 、 水 辺 に 近 づ け る よ う

に 護 岸 を 工 夫 す る な ど 親 水 性 に も

配 慮 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

百 村 川 (箒 川 合 流 点 か ら 上 流 約 6 .5 ㎞ 、 加 治 屋
か じ や

橋
は し

付 近 )  

百 村 川 の 出 水 状 況 【 平 成 10 年 8 月 】  
 ( (主 )大 田 原 ・ 氏 家 線 付 近 )  

百 村 川 ( (主 )大 田 原 ・ 氏 家 線 付 近 )  

約 11 m  
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【 調 節 池 】  

 

本 調 節 池 は 、 市 街 地 に 隣 接 し て 整 備 す る こ と か ら 、 調 節 機 能 の 他 に 地

域 の 特 性 と 整 合 を 図 っ た 施 設 と す る た め 、 今 後 、 地 域 住 民 と と も に 、 利

用 面 や 環 境 面 に も 配 慮 し た 整 備 を 行 い ま す 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 節 池 名  施 行 場 所  
調 節 池 容 量  

( 万 ｍ 3 )  

調 節 池 面 積  

( h a )  

調 節 流 量  

( ｍ 3 / ｓ )  

第 2 調 節 池  
大 田 原 市  

萩 野 目 地 先  
約 7  約 4  約 3 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百 村 川 調 節 池 平 面 図 (計 画 予 定 地 )  

百 村 川 調 節 池 の 諸 元  

第 2 調 節 池  

第 1 調 節 池 （完 成 ） 
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⑥ 熊 川  

 

 

 

 

 

 

蛇 尾 川 合 流 点 か ら 箕 輪
み の わ

橋
ば し

ま で の

区 間 に つ い て は 、 掘 削 ､築 堤 ､必 要

に 応 じ て 護 岸 等 の 工 事 を 実 施 し 、

こ の 区 間 の 計 画 流 量 を 安 全 に 流 下

さ せ る た め の 河 道 を 整 備 し ま す 。  

な お 、 掘 削 を 最 小 限 に す る こ と

に よ り 、 現 況 の 瀬 ､淵 等 を 可 能 な

限 り 保 全 し 、 生 物 の 生 息 ・ 生 育 場

所 を 確 保 す る と と も に 、 植 生 回 復

に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 25 m  

熊 川 の 出 水 状 況 【 平 成 10 年 8 月 】  
(旭

あさひ

橋
ば し

付 近 )  

熊 川 (旭 橋 付 近 )  

熊 川 (蛇 尾 川 合 流 点 か ら 上 流 約 0 .3km、 熊 川 橋 付 近 )  
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⑦ 鹿 島 川  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神 明
し ん め い

橋
ば し

か ら 市 道 西 那 須 野 線 ま で の

区 間 に つ い て は 、 掘 削 ､築 堤 ､必 要 に

応 じ て パ ラ ペ ッ ト に よ る 堤 防 嵩 上 げ

を 実 施 し 、 こ の 区 間 の 計 画 流 量 を 安

全 に 流 下 さ せ る た め の 河 道 を 整 備 し

ま す 。  

併 せ て 、 神 明 橋 よ り 下 流 の 安 全 度

を 向 上 さ せ る た め 、 神 明 橋 上 流 に 調

節 池 を 設 置 し 、 洪 水 時 に 流 下 す る 流

量 を 低 減 し ま す 。  

な お 、 河 川 断 面 を 広 げ る に あ た

り 、 河 床 幅 を 広 く す る こ と に よ り 、

現 況 の 瀬 ､淵 等 を 可 能 な 限 り 保 全 し 、

生 物 の 生 息 ・ 生 育 場 所 を 確 保 す る と

と も に 、 植 生 回 復 に 努 め ま す 。  

ま た 、 周 辺 は 市 街 地 と な っ て い る

こ と か ら 、 水 辺 に 近 づ け る よ う に 護

岸 を 工 夫 す る な ど 親 水 性 に も 配 慮 し

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

Q=17m 3 / s  

鹿 島 川 (市 道 大 田 原 野 崎 線 末 広 橋 下 流 )  

鹿 島 川 (蛇 尾 川 合 点 か ら 上 流 約 3 .5km、 神 明
し ん め い

橋
ば し

付 近 )  

約 6m  



27 

 

【 調 節 池 】  

 

本 調 節 池 は 、 市 街 地 に 隣 接 し て 整 備 す る こ と か ら 、 調 節 機 能 の 他 に

地 域 の 特 性 と 整 合 を 図 っ た 施 設 と す る た め 、 今 後 、 地 域 住 民 と と も に

利 用 面 や 環 境 面 に も 配 慮 し た 整 備 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 節 池 名  施 行 場 所  
調 節 池 容 量  

( 千 ｍ 3 )  

調 節 池 面 積  

( h a )  

調 節 流 量  

( ｍ 3 / ｓ )  

上 流 調 節 池  

大 田 原 市  

中 央 2 丁 目

地 先  

約 4 . 3  約 0 . 3  

8 . 0  
下 流 調 節 池  

（ 右 岸 ）  
同 上  約 2 . 1  約 0 . 2  

下 流 調 節 池  

（ 左 岸 ）  
同 上  約 9 . 7  約 0 . 7  

計   約 1 6 . 1  約 1 . 2   

 

 

鹿 島 川 調 節 池 平 面 図 (計 画 予 定 地 )  

鹿 島 川 調 節 池 の 諸 元  

上 流 調 節 池  

下 流 調 節 池  

（右 岸 ） 

下 流 調 節 池  

（左 岸 ） 
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第２節  河川の維持の目的、種類及び施行の場所  

2 .1  河 川 の 維 持 の 目 的  
河 川 の 流 下 能 力 の 維 持 、 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 及 び 河 川 環 境 の 保 全 の

た め 、 各 河 川 に お い て 総 合 的 に 適 切 な 維 持 管 理 を 行 い ま す 。  

2 .2  種 類 及 び 施 行 の 場 所  
河 川 の 流 下 能 力 維 持 の た め 、 流 水 を 阻 害 す る 河 道 内 の 土 砂 や 草 木 に つ い

て は 、 必 要 に 応 じ 適 宜 、 除 去 及 び 伐 採 を 行 う こ と と し 、 実 施 に あ た っ て は

自 然 環 境 に 十 分 配 慮 し て 生 物 の 生 息 、 生 育 し や す い 水 辺 空 間 の 確 保 に 努 め

ま す 。ま た 、堤 防 、護 岸 及 び 排 水 樋 管 等 の 河 川 管 理 施 設 の 機 能 維 持 の た め 、

定 期 的 に 河 川 を 巡 視 し 、 施 設 に 異 常 が あ っ た 場 合 は 、 必 要 に 応 じ 適 宜 、 対

策 を 講 じ ま す 。  

流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に つ い て は 、 渇 水 時 に は 河 川 パ ト ロ ー ル 等 を 実

施 し 、 関 係 機 関 と 調 整 を 図 り な が ら 必 要 な 流 量 を 確 保 し ま す 。 ま た 、 既 設

の 多 目 的 ダ ム に つ い て は 、適 正 な 管 理 ･運 用 に 努 め る と と も に 、ダ ム の 無 い

支 川 に つ い て は 、 正 常 流 量 の 設 定 に 向 け た 流 況 の 把 握 、 水 利 用 の 実 態 調 査

等 に 努 め ま す 。  

河 川 環 境 の 保 全 に つ い て は 、 定 期 的 に 河 川 パ ト ロ ー ル を 実 施 す る と と も

に 、市 町 や 河 川 愛 護 会 が 実 施 す る 河 川 美 化 活 動 と 併 せ 、『 愛 リ バ ー と ち ぎ 事

業 』 ※ 説 明 7 等 の 地 域 住 民 が 行 う ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 と 連 携 し 、 良 好 な 環 境 の

保 全 を 図 り ま す 。 ま た 、 学 校 及 び 企 業 等 と 連 携 す る な ど の 『 愛 リ バ ー と ち

ぎ 事 業 』、 様 々 な 河 川 管 理 に 資 す る 活 動 を 行 っ て い る 『 河 川 協 力 団 体 』 ※ 説

明 8 の 拡 大 に 努 め ま す 。  

ま た 、 万 一 の 水 質 事 故 に 備 え 、 必 要 な 資 材 の 備 蓄 や 事 故 状 況 の 把 握 、 関

係 機 関 へ の 連 絡 体 制 等 の 緊 急 活 動 体 制 の 強 化 を 図 り 、 被 害 の 軽 減 に 努 め ま

す 。  

 

第３節  その他河川整備を総合的に行うための必要事項  

3 .1  河 川 情 報 の 提 供 、 圏 域 に お け る 取 組 み へ の 支 援 等 に 関 す る 事 項  
① 減 災 対 策  

より効果的な洪水対策を図るためには、ハード整備とソフト対策が一体となった減災

体制の確立が必要です。 

これまでの河川管理施設の整備といったハード整備とあわせ、ソフト対策と

して、洪水予報河川において、気象庁と共同して洪水のおそれがあると認めら

れるときは、分かりやすい水位等の情報を、関係機関に通知するとともに、報

道機関へ情報提供を行い一般に周知し、平常時から情報の伝達が迅速かつ円滑

化するよう、初動対応訓練を実施します。 

また、箒川及び蛇尾川において、想定し得る最大規模の洪水が発生した場合

に浸水が想定される区域を浸水想定区域として指定し、公表するとともに、洪

水時において地域住民が円滑に避難できるよう、関係市町が実施する『洪水ハザードマ

ップ』＊説明９の策定・公表の支援を行っており、平常時から防災情報の共有に努め、防災

意識の高揚を図ります。 

※ 説 明 7、 説 明 8、 説 明 9： 巻 末 （ P . 3 2） 用 語 説 明 に 記 載  
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さらに、計画規模を上回る洪水や地震など

が発生した場合にも壊滅的な被害とならな

いように必要に応じて施設の維持管理や危

機管理体制の充実に努めます。 

洪 水 時 に は 、蛇 尾 川 (那 須 塩 原 市 )沿

い に 整 備 し た 蛇 尾 川 防 災 ス テ ー シ ョ

ン を 水 防 活 動 の 拠 点 と し て 、備 蓄 し て

あ る 災 害 復 旧 資 材 の 利 用 や ヘ リ コ プ

タ ー の 離 着 陸 な ど に 活 用 す る と と も

に 、市 町 が 行 う 水 防 活 動 の 支 援 に 努

め ま す 。  

 

② 河 川 情 報 の 提 供  

定期的な雨量、流量の観測を継続的に実施し、河川に係るデータの蓄積を行い、イン

ターネットや広報等を活用し、河川情報の提供に努めます。 

なお、現在、県のホームページにてリアルタイム雨量河川水位情報を発信しています。 

・アドレス(URL) http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/（ＰＣ版） 

・アドレス(URL) http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/m（携帯版） 

 

③  圏 域 に お け る 取 組 み へ の 支 援 等  

地域住民のニーズは、近年、多様化し、これらを反映した効果的な洪水対策や環境整

備を進めていくためには、ハード整備とソフト対策の連動や、関係機関や地域住民の理

解と協力･協働が不可欠となっています。このため、地域と連携した川づくりを推進す

るために、引き続き河川に関する様々な情報を発信するとともに、住民参加型の活動の

支援に努めます。 

従来から行われてきた河川の美化活動や自然観察などの取り組みについては、それら

の活動を行うための場の提供や職員の派遣など、今後も協力や支援を行います。 

また、河川を身近な環境教育の場とし、河川に関わるイベントや学習を通じて、地域

住民の河川愛護や美化に対する意識の高揚に努めます。 

さらに、行政と地域住民をつなぐコーディネーターへの支援を行い、地域との連携強

化を図ります。 

 

3 .2  計 画 の 見 直 し に 関 す る 事 項  
本計画は、今後概ね 20 年間の河川整備の計画であり、期間中に社会情勢の変

化や災害の発生等により計画の見直しが生じた場合には、適宜変更することと

します。 

 
 
 

 

蛇 尾 川 防 災 ス テ ー シ ョ ン （ 那 須 塩 原 市 ）  
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－ 本整備計画書で用いた用語の説明 － 

 

※ 説 明 1 (P6)河 川 の 水 位 に つ い て  

洪 水 に 際 し ､水 防 活 動 の 目 安 と な る 河 川 水 位 の こ と で す 。は ん 濫 注 意 水 位 に

達 し ､な お 上 昇 の 恐 れ が あ る 場 合 ､水 防 団 に よ る 堤 防 の 巡 視 な ど ､水 防 活 動 が

行 わ れ ま す 。  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 説 明 2(P8)『 豊 水 流 量 ・ 平 水 流 量 ・ 低 水 流 量 ・ 渇 水 流 量 』 と は  

１ 年 を 通 じ 豊 水 流 量 は 9 5 日 、平 水 流 量 は 1 8 5 日 、低 水 流 量 は 2 7 5

日 、 渇 水 流 量 は 3 5 5 日 は こ れ よ り 下 ら な い 流 量 の こ と で す 。具 体 的

に は 、 豊 水 流 量 は １ 年 間 3 6 5 日 の 日 平 均 流 量 の う ち 9 5 番 目 に 大 き

な 流 量 、 平 水 流 量 は 1 8 5 番 目 、 低 水 流 量 は 2 7 5 番 目 、 渇 水 流 量 は

3 5 5 番 目 に 大 き な 流 量 の こ と を い い ま す 。  

 
※ 説 明 3(P9)動 植 物 の 重 要 種 に つ い て  

カテゴリ 種名 【RDBカテゴリー（栃木県）】 【RDBカテゴリー（環境省）】

ノダイオウ 準絶滅危惧(Cランク) 絶滅危惧Ⅱ類

カワラニガナ 要注目 絶滅危惧Ⅱ類

キンラン 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) 絶滅危惧Ⅱ類

エンコウソウ 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) －

アカハライモリ 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) －

ニホンアカガエル 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) －

ツチガエル 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) －

タガメ 要注目 絶滅危惧II類

ツマグロキチョウ 要注目 絶滅危惧II類

ホトケドジョウ 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) 絶滅危惧ⅠB類

ギバチ 準絶滅危惧(Cランク) 絶滅危惧II類

スナヤツメ 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) 絶滅危惧Ⅱ類

ミヤコタナゴ 絶滅危惧Ⅰ類(Aランク) 絶滅危惧ⅠA類

イトヨ 絶滅危惧Ⅰ類(Aランク) 地域個体群

哺乳類 キクガシラコウモリ 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) －

維管束植物 オオウマノアシガタ 絶滅危惧Ⅱ類(Bランク) －

植物

両生類

昆虫

魚類
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※ 説 明 4(P11)『 Ｂ Ｏ Ｄ 75％ 値 』 と は  

BOD と は 、微 生 物 に よ っ て 水 中 の 有 機 物 が 酸 化 ･分 解 さ れ る 際 に 消 費 さ れ

る 酸 素 の 量 を 表 し た も の で 、 そ の 値 が 大 き け れ ば 有 機 物 が 多 く 汚 濁 の 度 合

い が 高 い こ と を 示 し ま す 。  

ま た 、 75％ 値 と は 、 n 個 の 日 間 平 均 値 を 水 質 の 良 い も の （ 値 の 小 さ いも

の ） か ら 並 べ た と き 、 0.75×n 番 目 に く る 数 値 で ､BOD に お け る 環 境 基 準 値

と の 比 較 は こ の 値 で 行 い ま す 。 例 え ば 100 個 の 観 測 値 が あ る 場 合 に は 、 水

質 の 良 い 方 か ら 75 番 目 の 値 を 環 境 基 準 値 と 比 較 し ま す 。  

 

※ 説 明 5（ P15）『 計 画 高 水 流 量 』 と は  

『 計 画 高 水 流 量 』と は 、『 基 本 高 水 の ピ ー ク 流 量 』に 対 し て ダ ム や 調 節 池 な

ど で 流 量 を 調 節 し た 後 に 河 川 が 受 け 持 つ 流 量 の こ と を い い ま す 。な お 、『 基 本

高 水 の ピ ー ク 流 量 』 と は 、 計 画 上 想 定 し て い る 雨 が 降 っ た と き に 川 に 流 れ る

流 量 の 最 大 値 の こ と で す 。  

 

※ 説 明 6(P18)『 多 自 然 川 づ く り 』 と は  

河 川 全 体 の 自 然 の 営 み を 視 野 に 入 れ 、 地 域 の 暮 ら し や 歴 史 ・ 文 化 と の 調

和 に も 配 慮 し 、 河 川 が 本 来 有 し て い る 生 物 の 生 息 ・ 生 育 ・ 繁 殖 環 境 並 び に

多 様 な 河 川 景 観 を 保 全・創 出 す る た め に 、河 川 管 理 を 行 う こ と を い い ま す 。 

【 栃 木 県 の 多 自 然 川 づ く り の 事 例 】  

一 級 河 川 姿 川  宇 都 宮 市 幕 田 町 地 先  
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

工 事 前 は コ ン ク リ ー ト の 見 え る 川 で し た 。  

 

緩傾斜護岸  

袋型根固め  既設護岸 

左

岸  

右

岸  

《 改 修 後 》  

右

岸  

左

岸  

右

岸  

左

岸  

《 改 修 前 》  

現 河 道 を 活 か し な が ら 、 右 岸 の 既 設 護 岸 は 隠 し 護 岸 と し て 残 し 、 左 岸 側

は 緩 傾 斜 土 羽 を 基 本 に 環 境 に 配 慮 し た 川 づ く り を 行 い ま し た 。  
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※ 説 明 7(P28)『 愛 リ バ ー と ち ぎ 事 業 』 と は  

地 域 住 民 、 学 校 及 び 企 業 等 の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 と 市 町 並 び に 河

川 管 理 者 (県 ) の 三 者 が 、 河 川 美 化 活 動 の パ ー ト ナ ー と し て 連 携 ･協

力 し 、安 全 で 快 適 な 河 川 環 境 の 維 持 向 上 を 図 る と と も に 、川 を 愛 す

る 心 を 育 む も の で す 。県 で は 、平 成 1 5 年 度 か ら 事 業 を 創 設 し 実 施 し

て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 説 明 8(P28)『 河 川 協 力 団 体 制 度 』 と は  

平 成 2 5 年 の 河 川 法 改 正 で 創 設 さ れ 、河 川 の 除 草 、不 法 行 為 の 監 視 、

各 種 調 査 等 の 河 川 管 理 に 資 す る 活 動 を 行 っ て い る 民 間 団 体 等 を

「 河 川 協 力 団 体 」 と し て 河 川 管 理 者 が 指 定 す る 制 度 で す 。  

「 河 川 協 力 団 体 」に 指 定 さ れ る と 、河 川 法 上 に 位 置 付 け ら れ た 団

体 と な る ほ か 、「 河 川 協 力 団 体 」 と し て 活 動 す る た め に 必 要 と な る

河 川 法 上 の 許 可 等 が 一 部 簡 素 化 さ れ る な ど の メ リ ッ ト が あ り ま す 。 

 

 

※ 説 明 9(P28)『 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 』 と は  

万 が 一 の 水 害 時 に 、 地 域 の 住 民 の 方 々 が 安 全 に 避 難 で き る 事 を

主 な 目 的 と し て 作 成 し ま す 。 避 難 を す る た め に 必 要 と な る 情 報 と

し て 、 想 定 浸 水 深 、 避 難 所 の 位 置 及 び 一 覧 、 緊 急 連 絡 先 、 避 難 時 の

心 得 等 が 記 載 さ れ て い ま す 。  

水 防 法 第 1 5 条 の 3 項 に 基 づ き 、 市 町 長 に よ っ て 行 わ れ る 情 報 提

供 の 一 環 で す 。  
 

 

参 加 団 体 の 主 な 要 件  

 

・ 構 成 員 が ３ 名 以 上 の

団 体 で あ る こ と  

・ 県 が 管 理 す る 一 級 河

川 で 、 500㎡ 以 上 の 区

域 を 担 当 で き る こ と  

・ 年 間 ３ 回 以 上 の 環 境

美 化 活 動 が で き る こ

と  

 

 

 

  

 

 

地 域 住 民  

Ｎ Ｐ Ｏ 、 ボ ラ ン テ

ィ ア 団 体 、学 校 、企

業 な ど  

河 川 管 理 者  

（ 県 ）  
 

市  町  
 

・ 活 動 を Ｐ Ｒ す る 看 板 の 設 置  

（ 構 成 員 10 名 以 上 ）  

・ 清 掃 用 具 等 の 支 給 ・ 貸 与  

・ 傷 害 保 険 へ の 加 入  

・ 団 体 に 対 す る 表 彰 等 の 実 施  

・ 河 川 の 清 掃 活 動  

・ そ の 他 河 川 美 化 活 動  

・ 地 域 住 民 と 河 川 管 理 者  

と の 連 絡 調 整  

・ 回 収 し た ご み 等 の 処 分  
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環 境 に 係 わ る 資 料 の リ ス ト  

No.  名   称  発 行 年 月  発 行 者  

1  
栃 木 県 自 然 環 境 基 礎 調 査  

と ち ぎ の 鳥 類  
平 成 13 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

2 
栃 木 県 自 然 環 境 基 礎 調 査  

と ち ぎ の 魚 類  
平 成 13 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

3 
栃 木 県 自 然 環 境 基 礎 調 査  

と ち ぎ の 両 生 類 ・ 爬 虫 類  
平 成 13 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

4 
栃 木 県 自 然 環 境 基 礎 調 査  

と ち ぎ の 哺 乳 類  
平 成 14 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

5 
栃 木 県 自 然 環 境 基 礎 調 査  

と ち ぎ の 昆 虫 類 Ⅰ ・ Ⅱ  
平 成 13 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

6 
栃 木 県 自 然 環 境 基 礎 調 査  

と ち ぎ の 植 生 （ 植 物 群 落 ）  
平 成 14 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

7 
栃 木 県 自 然 環 境 基 礎 調 査  

と ち ぎ の 植 物 Ⅰ ・ Ⅱ  
平 成 15 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

8 文 化 財 保 護 法  昭 和 25 年 5 月  文 部 科 学 省  

9 
絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 動 物 種 の

保 存 に 関 す る 法 律 （ 種 の 保 存 法 ）  
平 成 4 年 6 月  環 境 省  

10  
改 訂 ・ 日 本 の 絶 滅 の お そ れ の あ る

野 生 生 物 ― レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ―  
平 成 12 年 ～  環 境 省  

11  レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク と ち ぎ  平 成 17 年 3 月  栃 木 県 林 務 部 自 然 環 境 課  

12  

栃 木 県 博 物 館 研 究 報 告 書  

第 ５ ～ ９ 号 「 八 溝 の 自 然 (Ⅰ )～

(Ⅴ )」  

昭 和 63 年 3 月  栃 木 県 立 博 物 館  

13  
平 成 16 年 度 自 然 環 境 調 査 報 告 書  

一 級 河 川 箒 川 外  
平 成 17 年 3 月  栃 木 県 大 田 原 土 木 事 務 所  

14  
平 成 18 年 度 河 川 環 境 調 査 報 告 書  

一 級 河 川 熊 川  
平 成 19 年 3 月  栃 木 県 大 田 原 土 木 事 務 所  

15  
栃 木 県 版 レ ッ ド リ ス ト  

（ 20 11 改 訂 ）  
平 成 23 年 3 月  

栃 木 県  

環 境 森 林 部 自 然 環 境 課  

16  
平 成 25 年 度 自 然 環 境 調 査 報 告 書  

一 級 河 川 鹿 島 川  
平 成 26 年 10 月  栃 木 県 大 田 原 土 木 事 務 所  

 

 


